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１
１
月 

８
日 

市
駅
前
朝
宣
伝 

市
年
金
者
組
合
女
性

部
総
会 

９
日 

介
護
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

１
０
日 

紀
の
川
市
議
選
応
援
（
告
示
日
） 

１
１
日 

西
ブ
ロ
ッ
ク
後
援
会
バ
ス
ツ
ア
ー 

１
２
日 

つ
ど
い
（
奥
村
生
活
相
談
所
） 

１
３
日 

合
同
法
律
事
務
所
記
念
事
業 

 

１
４
日 

無
料
生
活
相
談
日 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

（
主
な
も
の
） 

 

 

 

 

次
々
と
暴
走
法
案
を
提
出
す
る
安
倍
政
権
。
今
度
は
衆

院
で
審
議
入
り
し
た
「
社
会
保
障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
案
」
で
す
。
厚
労
大
臣
が
「
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度

の
確
立
」
な
ん
て
言
え
ば
、
テ
レ
ビ
は
そ
の
部
分
を
強
調
す

る
か
ら
「
良
い
法
案
か
？
」
と
思
わ
れ
る
か
も
…
。 

 

だ
が
、
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
は
、
「
社
会
保
障
解
体
の
促
進

法
」
と
志
位
委
員
長
が
断
罪
。
「
国
民
を
『
自
助
・自
立
』
に

駆
り
立
て
る
体
制
こ
そ
国
が
講
ず
べ
き
政
策
と
想
定
し
、

医
療
・介
護
・年
金
・福
祉
の
全
分
野
に
わ
た
る
給
付
削
減

を
打
ち
出
し
、
そ
の
実
施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
記
」
と
「
強

く
反
対
」
を
表
明
。
例
え
ば
介
護
で
は
要
支
援
者
を
保
険

給
付
か
ら
外
す
（
１
５
年
４
月
～
）、
医
療
で
は
７
０
～
７
４

歳
の
患
者
負
担
を
１
割
か
ら
２
割
へ
倍
増
（
１
４
年
～
）、
病

床
削
減
で
患
者
追
い
出
し
（
１
７
年
度
ま
で
に
実
施
）、
年

金
の
２
・５
％
の
削
減
（
１
３
年
～
１
５
年
）な
ど
、
い
つ
ま
で

に
何
を
解
体
す
る
か
を
決
め
る
法
案
で
す
。 

 

憲
法
２
５
条
は
、
国
に
対
し
て
社
会
保
障
の
「
向
上
及
び

増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
義
務
化
し
て
い
る

の
に
ま
る
で
逆
さ
ま
で
す
。
消
費
税
は
上
げ
て
も
社
会
保

障
に
回
ら
ず
、
大
型
公
共
事
業
や
大
企
業
優
遇
ば
か
り
。

低
所
得
の
高
齢
者
、
年
金
生
活
者
や
貧
困
層
の
悲
痛
な
叫

び
を
虫
け
ら
同
様
に
無
視
す
る
暴
走
で
す
。
（編
集
室
） 

 

１
０
月
中
旬
、
市
議
会
常
任
委
員
会
の

各
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て
視
察
し
た
。

視
察
先
は
九
州
で
す
。
和
歌
山
市
は
農

業
を
「
基
幹
産
業
」
と
位
置
づ
け
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
に
相
応
し
い
施
策
が
見

え
て
き
ま
せ
ん
。
党
議
員
団
が
提
案
し
実

現
し
た
「
生
産
緑
地
制
度
」
、
農
機
具
購

入
時
の
利
息
補
助
、
Ｊ
Ａ
の
育
苗
施
設
支

援
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。
新
規
就
農
者

支
援
も
さ
れ
て
い
ま
す
が
国
、
県
施
策
の

枠
内
と
な
っ
て
お
り
、
市
の
独
自
施
策
が

見
え
て
き
ま
せ
ん
。 

 

い
ま
、安
倍
内
閣
が
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
へ
の
参
加

を
前
提
に
協
議
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
市
議
会
、
県
議
会
と
も
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」

へ
の
参
加
反
対
の
意
見
書
を
採
択
し
、
Ｊ

Ａ
和
歌
山
、医
師
会
な
ど
も
反
対
を
表
明

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
参
加
の
方

向
を
決
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

と
り
わ
け
和
歌
山
市
は
県
内
で
は
最

大
の
「
米
ど
こ
ろ
」
で
多
く
の
水
田
が
あ
り

ま
す
。
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
」
へ
の
参
加
と
な
れ
ば
水
稲

の
８
割
以
上
は
作
付
け
す
ら
で
き
な
い
農

家
が
で
て
き
ま
す
。
現
在
で
も
米
作
は
採

算
を
度
外
視
し
て
作
付
け
が
行
わ
れ
、
裏

作
の
白
菜
、
人
参
、
キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
で
米
作

の
赤
字
を
補
填
し
て
い
る
農
家
が
多
数
で

す
。 出

張
し
た
九
州
の
都
市
で
は
、
「
農
業
振

興
条
例
」
を
制
定
し
、
農
業
支
援
が
行
わ
れ

て
い
る
実
態
を
視
察
し
て
き
ま
し
た
。
新

規
就
農
者
支
援
へ
の
市
独
自
に
経
済
的
支

援
、
既
存
の
生
産
物
へ
の
支
援
と
同
時
に

「
特
産
品
」
の
農
業
生
産
物
の
発
掘
、
試
み

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
ハ
ト
麦
、
種
な
し
富

有
柿
、
新
種
茶
栽
培
等
々
と
バ
イ
オ
マ
ス

を
活
用
し
た
農
業
生
産
の
拡
大
支
援
策
な

ど
で
す
。 

和
歌
山
市
も
「
基
幹
産
業
」
の
位
置
づ
け

に
相
応
し
い
農
業
支
援
策
を
図
る
た
め
に

「
農
業
振
興
条
例
」
を
制
定
し
農
業
の
維

持
、発
展
施
策
を
提
案
し
た
い
。 

 

「生産緑地指定」 

農地の標柱 

１
２
月
３
日
か
ら
定
例
議
会
が
は
じ
ま
り
ま

す
。
そ
こ
で
開
会
日
当
日
、国
体
の
気
運
を
盛
り

上
げ
て
行
く
た
め
に
県
歌
を
歌
お
う
と
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
な
ら
「
国
歌
」
も
歌
お

う
と
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
こ
れ
に
つ
い
て

は
日
本
共
産
党
県
議
団
は
賛
同
し
て
い
ま
せ

ん
。 安

倍
政
権
は
い
ま
、日
本
版 

Ｎ
Ｓ
Ｃ
設
置
法

案
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
、
消
費
税
の
大
増

税
と
社
会
保
障
改
悪
、
環
太
平
洋
連
携
協
定
の

交
渉
推
進
，
原
発
再
稼
働
、
米
軍
基
地
強
化
な

ど
暴
走
に
暴
走
を
重
ね
て
い
ま
す
。 

国
民
に
消
費
税
を
押
し
付
け
る
一
方
で
大

企
業
に
は
東
日
本
大
震
災
の
復
興
の
た
め
の
特

別
法
人
税
さ
え
廃
止
す
る
大
企
業
優
遇
政
治

は
絶
対
許
せ
ま
せ
ん
。
国
会
で
は
日
本
共
産
党
は

悪
政
と
正
面
か
ら
対
決
し
て
い
ま
す
。 

今
こ
そ
、
地
域
か
ら
、
職
場
か
ら
平
和
・民
主
主

義
・生
活
向
上
を
願
う
す
べ
て
の
人
と
手
を
つ
な

ぎ
力
を
合
わ
せ
て
行
く
時
で
す
。
１
２
日
火
曜
日

に
は
午
後
２
時
か
ら
奥
村
生
活
相
談
所
に
お
い
て

「
つ
ど
い
」
を
開
催
致
し
ま
す
。
県
政
へ
の
ご
要
望

も
お
聞
か
せ
下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

今
、
私
は
紀
の
川
市
議
選
の
応
援
に
何
度
も
駆

け
つ
け
て
い
ま
す
。
先
日
、
地
域
訪
問
で
、
昔
Ｊ
Ａ

や
住
友
金
属
に
勤
め
て
い
た
と
言
う
方
が
、
「
私

は
５
０
年
前
か
ら
共
産
党
一
筋
に
応
援
し
て
き

た
。
誰
に
も
頼
ま
れ
な
か
っ
た
け
ど
」
と
言
わ
れ
大

変
感
動
し
ま
し
た
。
紀
の
川
市
に
お
知
り
合
い
の

あ
る
方
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
（の
り
子
） 

 
 
 

 

国民の目・耳・口ふさぐ 

 

 

危険な内容ズバリ解明 

緊急に大いに普及し 

ましょう。 

ご注文は、日本共産党北部

地区委員会（４３２－６２２

２）へどうぞ。 

どうぞ。 

 

 


